








要約:乳児死亡を中心に山口県の母子保健システムを検討することとし、昭和 61年度は現

状分析を行い問題点を明確にした.昭和 62 年度では市町村と保健所との事業を明確化した

上で、これが円滑に推進されるためのシステム及び関連機関の役割等について検討し、若

干の改善を行った. 

事業の実施に当っては、実施主体を明確にすることは基本的に必要であるが.保健事業は医

師会等との緊密な連携、協調体制の下に実施されることが重要であるので、'昭和 63 年度

では母子保健活動の円滑な推進のためのシステム作り、協調体制を中心に研究した. 


